
資料３

１ プラスチック使用製品産業廃棄物等の排出量

　 令和５年度 令和６年度 前年度比

222.2 202.6 -8.8%

　廃プラスチック類（※１） 158.5 149.3 -5.8%

　ペットボトル（※２） 31.8 33 3.8%

　その他の廃プラスチック類（※２） 31.9 20.3 -36.4%

※２ 当該自治体の判断で一般廃棄物とあわせて処理することが可能な産業廃棄物で、実測若しくは排出時に使用したごみ袋の容量等から排出量を算定

２ プラスチック使用製品産業廃棄物等の排出の抑制、再資源化等の主な取組

警察庁プラスチック使用製品産業廃棄物等の排出状況について（令和６年度結果）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　度

　種　　別

 プラスチック使用製品産業廃棄物等の排出量（ｔ）

※１ 処理業者に処理を委託した産業廃棄物で、実測若しくは産業廃棄物管理票（マニフェスト）の重量を排出量として算定

        他の種類の産業廃棄物との混合物であって、廃プラスチック類を分けられない場合には混合物全体の量を排出量として算定

・　ごみ集積場に分別ルールを記載した資料を掲示し、職員への周知を徹底した。

・　マイボトルやマイバッグ等の使用を職員に促した。

・　廃プラ類を含む混合物は、分別、分解を徹底して整理し、排出量の抑制に努めた。

・　再資源が困難な廃プラ類と金属等の混合物は、熱回収などを推進した。

・　グリーン購入法に適合した商品の購入に努めた。


